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違和感を覚える。つまり、それまで低地ドイツ語で、ｄｅ Ｖａｄｅｒ，ｍｙｎＭｏｄｅｒ，ｄｅ Ｆｒｕ，ｉｎ ｄｅｎ ｓｙｄｅｎ
Ｔ）00ｋ，Ｖ6ｒ ｄｅ Ｔ）6ｈｒ，ＷａＴ・1ｅｅｎｋｅｎ，ｉｌｎｎｅｒ ｄｅｎ Ｄｉｓｃｈ‥．ｅｔＣ．であったのが、急に軌1ｔｔｅｒ‥．ｅｔＣ
になるからである。これは、．，Ｋｉｎｄｅｒ－　ｕｎｄ Ｈａｕｓｍ白ｒｃｈｅｎ ｇｅｓａｍｍｅｌｔ ｄｕｒｃｈ ｄｉｅ Ｂｒｔｌｄｅｒ
Ｇｒｉｍｍ“Ｓ触ｄｉｇ－Ｒｅｐｒｉｎｔ．1975．（Ｂｄ．Ⅰ，Ｓ．255－267）においても同様である。なぜ小鳥の歌の6
行だけが、つ怠り「告発Ｊの部分だけが標準ドイツ語、高地ドイツ語になったのだろう。
8）第二部が、第一部で提示された「問い」の「答え」になっている訳だが、第一部が「対話劇の悲
劇様式」で構想されたのに対して、第二部は「オペラ仕立て」の心積もりであった。（マルグレー
ト・ディートリッヒ：『ファウスト集』序文。Ｓ．56）。第二部に対するゲーテの心境ほ、ｒちょうど、
若い時に銀貨や銅貨を貯めこんだ男がいたとして、それを年をとるにしたがって、金貨に両替し
ていって、気がついたら、全財産が、純金にかわっていた」というものだったらしい。（同書、同
66 柳谷　保：牢獄のグレートヒェン
ページ）荒削りの「現実」から「寓意」への「昇華」（魔術）ということだろうか。
9）「鳥になって、翼を得て、遠くへ行く」というモチーフは、ファウクストにも、オイフォリオン
にもみられる。「市門の外」で「夕映え」を見たファウストは、憶懐と諦念あい半ばする複雑な気
持で、同行のワーグナーに心中を吐露する。
御覧、緑にかこまれた農家が
夕映えを受けて輝いている。
太陽は次第に沈んで行って、一日は今まさに終ろうとしている。
ああして酉に没した太陽は、また新たな一日を促すのだ。
翼を得て、この地上から飛び立ち、
あの跡を追って行けたら、どんあにいいだろう。
そうしたら、永遠の夕陽を受けた静かな世界が、
己の脚もとに横たわって、
丘は燃え輝き、谷は静まり返って、
白銀の小川が黄金の大河に注ぐさまもみられよう。
そうなれば、深い谷々を擁した荒々しい山も、
己の神の如き飛行を妨げることはできまい。
（中略）
己は女神の永遠の光を飲もうとして、
昼を前に、夜を背後に、
空を頭上に、大梅原を眼下に翔けて行くのだ。
しかし所詮これも美しい夢にすぎぬ。そして太陽は消えて行く。
精神の翼の羽撃（はばた）くところへ、
肉体の翼がついていくことはできぬ。【筆者注：オイフォリオンの死】
だが、頭上高く、青空のどこかで、
雲雀が歌う朗らかな歌をきく時、
樅の木の生えている瞼しい山の上高く、
鷲が翼を拡げて飛び漂うのを見る時、
また鶴が野を越え、湖を越えて、
故郷を求めて飛び行くのを眺める時、
心が遠く高く憧れ動くというのは、
人間本然の情というものではあるまいか。（Ⅴ．1070－1099）〔高橋義孝訳〕
「地霊」の領域に踏み迷い、「ふたっの魂（衝動）」に揺れる「超人Ｊファウストの言葉であり、「自
然の観賞」よりも「古文書」を取ると宣言する学者ワーグナーとの対比が面白いが、ここには、「人
間本然」（ｊｅｄｅｍ ｅｉｎｇｅｂｏｒｅｎ）という、素直な、ｒ単なる人間」の素顔が窺える。要するに、ｒ全人」
の概念に関わる問題がここにはあるのであって、”ｄｅｌ・ｇａｎＺｅＭｅｆｌＳＣｔｌ“を、「巨人」「超人」「権力へ
の意志Ｊに近づけて考えるか、「弱さ」「憂いＪ「嫉妬」「善意・悪意Ｊ「野心」「迷妄」「共感」等のす
べてを備えた「人間そのもの」「裸の人間」「丸のままの人間」としてとらえるか、の問題となる。
筆者は、ファウストは、前者から後者へと成長した、それが彼のｒ到達点」であったと考えたい。
（2006年10月16日受理）
